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1. はじめに 

 大規模災害やテロ等の緊急事態発生時においては，

迅速かつ的確な情勢判断と柔軟な対応が求められる．

一方，現代社会は様々な事柄が相互に影響し合い，

複雑な社会システムを形成している．よって災害時

の被害が広い範囲に波及し，従来の組織毎の対応策

では対応しきれない状態にある．災害への対策は一

般の市民や組織全員が状況に応じて適切な判断・行

動を行う必要があるが，この判断・行動のためには

指揮官による適切な指示が不可欠である．このとき

行う指揮とは，現場の１次被害の対策だけでなく，

２次・３次被害を防ぎ救助・救援を行うなどの，多

角的な視点からの状況判断と指示が求められる．そ

のため，専門家達が情報を共有し指示を出すことが

重要である[1,3,4]． 

本研究では，複数組織の指揮官が集まり協調して

指揮活動を行うための環境を提案する．特徴は大型

のマルチユーザマルチタッチ機能を有するテーブル

トップ型 HMI を利用することで，情報を直感的に操

作し，指揮活動を支援することである．しかし複数

人が利用するテーブルトップ型ＨＭＩ(Human 

Machine Interaction)の画面は全員が共有する画面

であり，各個人がそれぞれ必要な情報を表示する場

所がないという問題点がある． 

本稿では，上記の問題に対して，大型タッチパネ

ル を 操 作 す る 複 数 人 が Ｈ Ｍ Ｄ （ Head Mount 

Display）を装着することで，ＡＲ(拡張現実)によ

り仮想空間上に仮想パネルを作成し，そこに各個人

が任意の情報を表示・操作する方法を提案する． 

2. ＨＭＩへの要求機能 

 本研究におけるＨＭＩへの要求機能は，次に示す

４つである．（１）テーブルトップ型ＨＭＩの画面

には地図情報を表示し，直接書き込むことで，他の

ユーザと情報を共有する．（２）各ユーザはＨＭＤ

を装着し，ＡＲによって仮想モニタを表示する．

（３）仮想モニタに表示するものはユーザ毎に異な

り，それぞれが任意の情報を選択・表示する．

（４）ユーザは地図操作をシングルタッチ，仮想モ

ニタの操作をマルチタッチで行う． 

 これらの要求を，利用イメージの形で表現したも

のを図１に示す．図が示す通り，複数ユーザの中心

に情報を配置するためにテーブルトップ型ＨＭＩが

あり，複数メンバが同時に机上へ図形や記号等を書

き込んで共有できる． 
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図１ テーブルトップ型ＨＭＩ利用イメージ図 

3. 従来方式と問題点 

テーブルトップ型ＨＭＩの実現法としては，複数

ユーザを個別に認識可能な大型のタッチパネルを用

いる方法が考えられる．しかし，複数人で１つの画

面を利用するとなると個人の領域というものは存在

せず，“１画面に表示できる情報”についてしか操

作することができない．ここにさらに情報を加えよ

うと思うと，それは書類のようなアナログなものと

なってしまい，発生した情報に対する即時性が失わ

れてしまう．  

4. 提案方式  

上述した問題点を解決するために，ＡＲ（拡張現

実）を用いる方法を提案する．ＡＲにより２次元的

なタッチパネルを３次元的に使用することで表示可

能領域を拡大することが可能となる．ＡＲはマーカ

ーの識別や映像の特異点，そして画像処理等のカメ

ラから得る映像・画像を判断することで表示する物

を移動・変更している．つまりＡＲ上の表示物はカ

メラから得られる情報にのみ対応し反応している
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図２ システム構成図と本システムの使用イメージ図

といえる． 

本提案方式の特徴は，テーブルトップ型ＨＭＩ使用

の際に起こる情報の表示可能領域不足の解消を目的

としたもので，各ユーザはＨＭＤを装着する．よっ

て，テーブルトップ型ＨＭＩに表示された情報の操

作と，ＨＭＤで見えるＡＲのオブジェクトの操作を

連携させる必要がある．そのためには，誰が操作を

行っているかと認識する必要があり，今回は

DiamondTouch を用いた[2,3]． 

 図２に本システムの構成図を示す．図示すように，

ＤＴから入力された操作はＳＴ（シングルタッチ）

操作とＭＴ（マルチタッチ）操作の２種類に分けら

れる．シングルタッチ入力ではテーブルトップ型Ｈ

ＭＩ上に表示された情報を操作する．本研究では地

図を表示しているため，地図の操作や地図上に文字

や絵を描くことがそれに当たる．マルチタッチ入力

ではＡＲで表示されているオブジェクトの操作を行

う．オブジェクトにはメニュー画面や動画データ，

画像データ，文字データ等が含まれる． 

 本研究では上記の操作をテーブルトップ型ＨＭＩ

を使用する複数人が同時に行う．ユーザ個人が見て

いるオブジェクトはそれぞれ異なるため，厳密なユ

ーザ識別が必要となる．図２が示すようにＤＴはユ

ーザが指を触れた部分と，着座した金属製の椅子と

身体間で発生する静電容量結合により接触点を認識

する．したがって，各プレイヤを異なる椅子に着座

させ，開始から終了まで同一の椅子に着座するよう

制約を設けることによって，システム側は各接触点

とプレイヤとの対応を把握することが可能となる． 

5. 試作システムの概要 

本提案方式の有効性確認のため図３のような試作

システムを現在開発中である．図３は大規模火災が

起きた際の使用イメージとなる．ユーザＡの視点で

は現場の映像が確認でき，ユーザＢの視点から 

は避難経路を確認することができる．このようにユ 

―ザ別に必要な情報を表示し，ＨＭＩ上に共有する

情報を書き込むことで，議論や指揮等を行う． 

 

図３ ＨＭＤによりユーザが見る画像イメージ 

6. おわりに 

 本稿では，複数人がそれぞれのＨＭＤ上にＡＲで

表示したオブジェクトをテーブルトップ型ＨＭＩの

マルチタッチ機能を利用することで表示・操作する

方法を提案した．この方法を用いることでタッチパ

ネルの有効性・操作性を維持しつつ，空中をディス

プレイとして利用することができる．今後は試作シ

ステムの完成と評価を行うことが課題である． 
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